
●
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を

踏
ま
え
た
当
面
の
課
題

久
保
田

最
初
に
、
昨
年
の
東
日
本
大
震
災
を
教

訓
と
し
て
、
企
業
や
行
政
に
お
い
て
、
防
災
・
減

災
の
取
り
組
み
を
ど
う
進
め
て
い
く
か
と
い
う
観

点
か
ら
、
お
話
し
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
後
藤
副
大
臣
か
ら
、
東
日
本
大
震
災
へ

の
対
応
と
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
た
当
面
の
課
題

に
つ
い
て
、
お
話
し
い
た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

「
災
害
と
の
共
存
」
を
前
提
と
し
た

国
づ
く
り
を
進
め
る

後
藤

三
・
一
一
か
ら
十
数
カ
月
が
経
過
し
ま
し

た
。
昨
年
の
秋
以
降
、
吉
井
先
生
が
座
長
を
務
め

た
「
首
都
直
下
地
震
に
係
る
首
都
中
枢
機
能
確
保

検
討
会
」
を
は
じ
め
、
各
省
庁
別
に
六
〇
近
い
検

討
会
・
委
員
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
、

こ
う
し
た
議
論
を
、
政
府
と
し
て
、
ど
う
取
り
ま

と
め
る
か
に
注
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

昨
年
来
、「
想
定
外
」
と
い
う
言
葉
が
さ
ま
ざ

ま
な
場
面
で
使
わ
れ
ま
し
た
が
、
私
た
ち
政
治
家

は
、
二
度
と
こ
の
言
葉
を
使
っ
て
は
な
ら
な
い
と

肝
に
銘
じ
、
最
も
悲
観
的
な
ケ
ー
ス
、
最
大
規
模

の
災
害
を
想
定
し
て
、
対
策
を
講
じ
る
べ
き
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

日
本
は
、
災
害
大
国
で
あ
り
、
地
震
・
津
波
・

火
山
・
風
水
害
な
ど
、
す
べ
て
の
災
害
と
共
存
す

る
覚
悟
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、
一
九
六
一
年
の

「
災
害
対
策
基
本
法
」
制
定
か
ら
五
〇
年
、
過
去

の
教
訓
を
十
分
に
評
価
・
検
証
し
て
こ
な
か
っ
た

と
い
え
ま
す
。
二
万
人
近
い
死
者
・
行
方
不
明
者
、

ス
ト
ッ
ク
の
被
害
額
が
推
計
約
一
七
兆
円
に
上
る

経
済
損
失
〔
表
１
参
照
〕
と
い
う
大
災
害
を
経
験

し
た
い
ま
こ
そ
、
災
害
と
の
共
存
を
踏
ま
え
て
、

ど
の
よ
う
な
国
づ
く
り
、
社
会
活
動
・
経
済
活
動

を
行
っ
て
い
く
か
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

こ
の
三
月
に
、
中
央
防
災
会
議
・
防
災
対
策
推

進
検
討
会
議
で
中
間
報
告
（
注
１
）
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

政
治
の
部
分
で
や
る
べ
き
こ
と
と
し
て
、
今
般
の

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
防
災
対
策
の

全
体
像
を
構
築
し
つ
つ
、
法
制
度
の
改
正
を
で
き

る
と
こ
ろ
か
ら
進
め
て
い
く
所
存
で
す
。

現
行
の
災
害
対
策
基
本
法
は
、
基
礎
自
治
体
を

ベ
ー
ス
に
し
た
も
の
な
の
で
、
都
道
府
県
レ
ベ
ル
、

国
全
体
の
レ
ベ
ル
で
の
対
応
を
想
定
し
た
も
の
に

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
特
に
、
昨
年

の
反
省
を
踏
ま
え
、
国
と
地
方
自
治
体
や
企
業
と

の
連
携
を
強
化
し
、
国
民
生
活
や
経
済
へ
の
ダ
メ

ー
ジ
を
最
小
限
に
す
る
も
の
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
で
し
ょ
う
。

行
政
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ（B

usiness
C
ontinuity

P
lan

事
業
継
続
計
画
）に
つ
い
て
は
、
国
レ
ベ
ル
で
は

よしい ひろあき
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社長（現会長）

はしもと たかゆき
橋本孝之

くぼた まさかず
久保田政一
専務理事
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座談会

災
害
に
強
い
経
済
社
会
の
構
築
に
向
け
て

二
〇
一
一
年
は
、
多
く
の
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
一
年
で
あ
っ
た
。
東
日
本
大
震
災
、
台
風
１２
号
、
１５
号
に
よ
る
大
規
模
水
害
、
そ

し
て
海
外
で
も
、
タ
イ
の
大
洪
水
が
わ
が
国
企
業
の
事
業
活
動
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
こ
う
し
た
災
害
の
経
験
を
厳
し
い

教
訓
と
し
て
、
企
業
や
行
政
を
は
じ
め
社
会
全
体
で
、
防
災
・
減
災
の
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

災
害
に
強
い
経
済
社
会
の
構
築
に
向
け
て
、
経
済
界
や
行
政
に
は
、
ど
の
よ
う
な
対
応
が
必
要
か
に
つ
い
て
議
論
し
た
。

（注１）中央防災会議・防災対策推進検討会議「防災対策推進検討会議中間報告～東日本
大震災の教訓を活かし、ゆるぎない日本の再構築を～」（２０１２年３月７日）
http://www.bousai.go.jp/chubou/suishinkaigi/chukan_hontai.pdf参照 62012・6

災害に強い経済社会の構築に向けて
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ほ
ぼ
完
成
し
て
い
ま
す
が
、
都
道
府
県
レ
ベ
ル
で

は
お
よ
そ
半
分
、
基
礎
自
治
体
で
は
一
割
程
度
し

か
策
定
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん（
二
〇
〇
九
年

一
月
時
点
）。
こ
の
対
応
も
喫
緊
の
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

久
保
田

東
日
本
大
震
災
で
は
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
前
提

と
な
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
物
流
な
ど
の
社
会
機
能

の
維
持
・
復
旧
に
際
し
て
、
規
制
の
緩

和
や
広
域
的
な
対
応
が
課
題
と
な
り
ま

し
た
。
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
、
発
災

後
の
自
社
で
の
対
応
も
交
え
な
が
ら
、

川
合
委
員
長
に
お
伺
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

社
会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の

物
流
機
能
の
発
揮

川
合

日
本
通
運
は
、
国
内
外
に
多
数

の
拠
点
を
有
し
、
陸
海
空
に
わ
た
る
輸

送
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
総
合
物
流
企

業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
災
害
対
策
基
本

法
で
は
、
電
気
・
通
信
・
鉄
道
な
ど
公

益
的
な
事
業
を
除
け
ば
、
純
民
間
企
業

と
し
て
唯
一
の
指
定
公
共
機
関
（
注
２
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
に
際
し
て
は
、
発
生

当
日
に
、
本
社
に
災
害
対
策
統
括
本
部

を
、
仙
台
支
店
に
現
地
災
害
対
策
本
部
を
設
置
し
、

三
月
末
ま
で
に
ト
ラ
ッ
ク
で
延
べ
四
一
七
〇
台
、

四
月
に
入
っ
て
も
同
二
六
四
〇
台
の
緊
急
支
援
物

資
輸
送
を
行
い
ま
し
た
。

当
社
だ
け
で
な
く
、
他
の
輸
送
機
関
も
物
流
機

能
の
維
持
に
努
め
た
こ
と
に
よ
り
、
物
流
が
重
要

な
社
会
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
こ
と
を
、
広
く
国
民
に

理
解
し
て
も
ら
え
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
や
都
道
府
県
の
ト
ラ
ッ

ク
協
会
で
は
、
三
月
十
二
日
か
ら
五
月
九
日
ま
で

に
、
政
府
の
緊
急
対
策
本
部
の
要
請
で
、
食
料
一

八
九
七
万
食
、
飲
料
水
四
六
〇
万
本
、
毛
布
四
五

万
枚
を
、
延
べ
二
〇
三
二
拠
点
に
配
送
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
貨
物
で
は
、
普
段
は
走
っ
て
い
な
い
磐
越
西

線
や
遠
く
羽
越
本
線
・
奥
羽
本
線
経
由
で
、
大
量

の
ガ
ソ
リ
ン
等
を
、
タ
ン
ク
車
で
郡
山
・
盛
岡
に

送
り
込
み
ま
し
た
。
ま
た
、
航
空
会
社
、
フ
ェ
リ

ー
会
社
も
、
臨
時
便
を
出
し
て
、
緊
急
支
援
物
資

等
を
輸
送
し
て
い
ま
す
〔
表
２
参
照
〕。

な
お
、
経
団
連
で
も
、「
救
援
物
資
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
便
」〔
図
１
参
照
〕
と
し
て
、
日
本
郵
船
・
全

日
本
空
輸
の
協
力
を
得
て
、
緊
急
支
援
物
資
を
送

っ
て
い
ま
す
。

震
災
を
踏
ま
え
た
当
面
の
課
題
と
し
て
は
、
ま

ず
、
規
制
の
緩
和
や
法
令
の
弾
力
的
運
用
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
例
え
ば
、
自
動
車
運
転
者
の
労
働
条

件
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
の
告
示
に
よ
り
、

一
日
の
拘
束
時
間
や
連
続
運
転
時
間
が
厳
格
に
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
遠
隔
地
か
ら
被
災
地
へ
の

緊
急
支
援
物
資
輸
送
の
場
合
な
ど
は
、
被
災
地
の

渋
滞
な
ど
で
時
間
を
超
過
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
や
は
り
、
非
常
事
態
に
当
た
っ
て

は
、
杓
子
定
規
な
運
用
を
緩
和
す
る
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。

経
団
連
が
三
月
に
取
り
ま
と
め
た
提
言

「
災
害
に
強
い
経
済
社
会
の
構
築
に
向
け
て
（
注
３
）
」

で
は
、
規
制
の
緩
和
や
弾
力
的
運
用
が
必
要

な
法
令
を
、
会
員
企
業
か
ら
「
事
業
継
続
の

障
害
と
な
っ
た
規
制
の
事
例
」
と
し
て
一
表

に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の
よ
う
な
広

域
的
か
つ
大
規
模
な
災
害
で
は
、
地
方

自
治
体
や
企
業
の
支
社
・
支
店
・
工
場

が
被
災
し
て
し
ま
い
、
安
否
や
被
災
状

況
の
確
認
、
情
報
共
有
、
さ
ら
に
は
初

動
態
勢
に
障
害
を
き
た
し
て
し
ま
う
こ
と
か

ら
、
個
々
の
自
治
体
や
企
業
を
超
え
た
広
域

連
合
、
横
断
的
な
合
同
対
策
本
部
の
設
置
も

必
要
で
す
。

特
に
物
流
に
つ
い
て
は
、
緊
急
支
援
物
資

の
輸
送
責
任
が
あ
り
ま
す
の
で
、
発
災
後
は

国
や
被
災
自
治
体
と
連
携
し
、
情
報
を
共
有

で
き
る
「
震
災
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
」
と
も
い

う
べ
き
体
制
構
築
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

規
制
緩
和
や
法
令
の
弾
力
的
運
用
を
含
め

て
、災
害
対
策
に
つ
い
て
は
、内
閣
府
の
防
災

担
当
や
各
省
庁
で
バ
ラ
バ
ラ
に
取
り
組
ん
で
い
る

よ
う
に
思
え
ま
す
。
米
国
の
Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ（F

ederal

E
m
ergency

M
anagem

ent
A
gency

of

the
U
nited

States

／
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
連
邦
緊

急
事
態
管
理
庁
）の
よ
う
な
司
令
塔
と
な
る
べ
き

組
織
を
設
置
し
、
巨
大
地
震
災
害
や
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
な
ど
に
一
元
的
に
対
応
で
き
る
体
制
づ
く
り
が

必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

被害額

約１０兆４０００億円

約１兆３０００億円

約２兆２０００億円

約１兆９０００億円

約１兆１０００億円

約１６兆９０００億円

項目
建築物等（住宅・宅地、店舗・事務所、
工場、機械等）

ライフライン施設（水道、ガス、電気、
通信・放送施設）

社会基盤施設（河川、道路、港湾、下水道、
空港等）

農林水産関係（農地・農業用施設、林野、
水産関係施設等）

その他（文教施設、保健医療・福祉関係施
設、廃棄物処理施設、その他公共施設等）

総計

実績

約９３９万食
約２５６万食
約３５０万食
約３３６万食
約７４０万食
約２６２１万食
約７９４万本
約３８万個
約４１万枚
約４０万枚
約２４万箱
約４３８万枚
約１．６万kL

主な調達品目

パン
即席めん類
おにぎり・もち・包装米飯
精米
その他（缶詰等）
食料計
飲料
トイレットペーパー
毛布
おむつ
一般薬
マスク
燃料

食
料
・
飲
料

生
活
用
品

（注）各県および関係府省からのストック（建築物、ライフライン施設、社会基盤施設等）の被害額に関
する提供情報に基づき、内閣府（防災担当）において取りまとめたものである。今後、被害の詳細が判
明するに伴い、変動があり得る。また、四捨五入のため合計が一致しないことがある

表１ 東日本大震災における被害額の推計（２０１１年６月２４日）

出所：内閣府「東日本大震災における被害額の推計について」（２０１１年６月２４日）
http://www.bousai.go.jp/oshirase/h２３/１１０６２４―１kisya.pdf

発災翌日の３月１２日夕刻、被災地（八戸市）で、新潟から大
型トラックで運ばれてきたパンを避難所向けに配送するた
め、２トン車に積み替え 提供：日本通運

（注２）災害対策基本法において、日本銀行、日本赤十字社、日本放送協会その他の公共的機関および電気、ガス、輸送、通信そ
の他の公益的事業を営む法人が、指定公共機関として指定されている。指定公共機関は、国、都道府県および市町村の防災計画
の作成および実施が円滑に行われるように、その業務について、当該都道府県または市町村に対し、協力する責務を有する

表２ 緊急対策本部による支援物資の調達と輸送の実績

（上記の物資の輸送手段）
全日本トラック協会を通じて手配したトラック延べ約１，９００台
自衛隊航空機延べ約１５０機 警察・民間ヘリコプター５機 船舶８隻

（注３）http://www.keidanren.or.jp/policy/2012/013.html参照

出所：内閣府「東日本大震災における災害応急対策に関する検討会 説明資料」
（２０１１年９月２０日）
http://www.bousai.go.jp/3oukyutaisaku/higashinihon_kentoukai/3/
naikakufu.pdf

図１ 第１回「救援物資ホットライン便」
（日本郵船―青森県ルート）のスキーム

企業・業界団体

八戸港（青森港より変更）

神戸港

被災地

７．日本郵船「YAMATAI」による輸送
（載貨重量t数：１９，５００t）

８．自衛隊、自治体による輸送

６．各企業による輸送

１．被災地ニーズの反映

５．提供可能な物品を
取りまとめて回答

４．提供可能な物品を連絡

日本郵船

連携

県災害対策本部（本部長：県知事）

２．必要な物品のリストを提供

３．必要物品ごとに関係企業・
業界団体に提供を依頼

経団連
東北地方太平洋沖地震対策本部
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久
保
田

東
日
本
大
震
災
に
際
し
て
、
首
都
圏
で

と
り
わ
け
大
き
な
問
題
と
な
っ
た
の
が
、
帰
宅
困

難
者
の
問
題
で
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
発
災
時

の
対
応
や
今
後
の
官
民
の
連
携
の
あ
り
方
を
中
心

に
、
木
村
委
員
長
に
お
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

帰
宅
困
難
者
対
策
の
た
め
に

必
要
な
総
合
的
な
取
り
組
み

木
村

震
災
発
生
後
、
首
都
圏
全
体
で
五
〇
〇
万

人
以
上
、
東
京
都
内
で
は
三
五
〇
万
人
が
、
帰
宅

困
難
者
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

三
菱
地
所
で
は
、
大
手
町
・
丸
の
内
・
有
楽
町

エ
リ
ア
の
ビ
ル
を
中
心
に
首
都
圏
で
、
約
三
五
〇

〇
人
の
帰
宅
困
難
者
を
迎
え
入
れ
ま
し
た
。
例
え

ば
、
丸
ビ
ル
・
新
丸
ビ
ル
で
は
、
翌
日
ま
で
空
調

を
連
続
運
転
し
、
共
用
部
ト
イ
レ
開
放
、
ブ
ル
ー

シ
ー
ト
や
毛
布
の
提
供
な
ど
の
対
応
を
行
っ
て
い

ま
す
。

当
社
で
は
、
一
九
二
三
年
の
関
東
大
震
災
時
に

も
避
難
し
て
き
た
人
た
ち
を
受
け
入
れ
た
と
い
う

歴
史
が
あ
り
、
そ
の
後
、
震
災
を
忘
れ
な
い
と
い

う
意
味
で
、
毎
年
九
月
一
日
に
訓
練
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
今
回
の
震
災
で
帰
宅
困
難
者
を
ス
ム
ー

ズ
に
迎
え
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、「
三
菱

地
所
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
自
負
し

て
い
ま
す
。

今
回
、
当
社
の
災
害
対
策
本
部
長
を
務
め
て
感

じ
た
の
は
、
危
機
が
起
き
た
際
に
ス
ム
ー
ズ
な
対

応
を
す
る
た
め
に
は
現
場
の
判
断
が
重
要
で
あ
る

こ
と
で
す
。
現
場
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で

き
る
人
材
の
育
成
と
、
そ
う
し
た
人
材
が
有
事
の

際
に
動
け
る
よ
う
な
体
制
構
築
が
重
要
で
す
。

ま
た
、
今
回
の
震
災
で
は
、
当
社
ビ
ル
の
飲
食

テ
ナ
ン
ト
が
集
ま
っ
て
、
帰
宅
困
難
者
向
け
に
炊

き
出
し
を
行
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
帰
宅
困
難
者
対

策
で
は
、
自
助
の
徹
底
は
も
ち
ろ
ん
、
公
助
、
民

間
に
よ
る
共
助
な
ど
、
総
合
的
な
取
り
組
み
が
必

要
で
す
。

災
害
時
に
は
、
正
確
な
情
報
を
、
迅
速
に
官
民

で
共
有
で
き
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
正
確
な
情
報

が
な
け
れ
ば
、
企
業
が
従
業
員
に
対
し
て
、
施
設

管
理
者
か
ら
在
館
者
に
対
し
て
、
適
切
な
行
動
を

促
す
こ
と
は
困
難
に
な
り
ま
す
。

経
団
連
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も
、

総
じ
て
企
業
は
、
災
害
対
策
本
部
の
迅
速
な
設
置

や
、
円
滑
な
避
難
の
実
行
な
ど
、
平
時
の
備
え
を

有
効
に
機
能
さ
せ
た
と
い
え
ま
す
。
今
後
も
引
き

続
き
、
二
〇
〇
九
年
に
取
り
ま
と
め
た
「
企
業
に

求
め
ら
れ
る
地
震
対
策
の
一
〇
箇
条
」
を
参
考
に
、

平
時
の
備
え
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
当
面
の
課
題

と
し
て
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

一
方
で
、
想
定
を
超
え
る
災
害
に
直
面
し
、
通

信
の
輻
輳
に
よ
る
安
否
確
認
の
遅
れ
、
計
画
停
電

に
際
し
て
の
事
業
継
続
の
困
難
、
津
波
被
害
な
ど
、

事
前
の
備
え
が
十
分
に
機
能
し
な
か
っ
た
面
も
あ

り
ま
す
。
企
業
の
防
災
に
対
す
る
取
り
組
み
を
促

す
た
め
の
環
境
整
備
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
付
与

が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。
特
に
、
中
小
企
業
へ
の

助
成
等
は
必
要
で
す
。

ま
た
、
企
業
の
自
助
だ
け
で
な
く
、
近
隣
の
企

業
、
自
治
体
等
と
の
共
助
の
取
り
組
み
も
重
要
で

す
。
当
社
も
、
大
手
町
・
丸
の
内
・
有
楽
町
の
協

議
会
で
定
期
的
に
会
合
を
持
ち
、
情
報
交
換
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
災
害
時
に
官
民
を
含
め
た
関
係

者
が
う
ま
く
連
携
す
る
に
は
、
平
時
か
ら
の
緊
密

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
す
。

災
害
時
に
連
携
す
べ
き
相
手
の
顔
を
知
っ
て
い
る

か
ど
う
か
で
、
対
応
が
全
く
違
っ
て
く
る
と
思
う

の
で
す
。

久
保
田

東
日
本
大
震
災
で
は
、
企
業
に
お
け
る

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
実
効
性
が
、
初
め
て
実
践
の
場
で
問
わ

れ
、
有
効
だ
っ
た
点
に
加
え
て
今
後
の
課
題
な
ど

も
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。
災
害
発
生
時
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）の
活
用
事
例
な
ど
も
交
え

て
、
橋
本
委
員
長
に
お
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま

す
。災

害
発
生
時
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
重
要
性

橋
本

Ｉ
Ｂ
Ｍ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
と
し

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
・
地
域
で
の
災
害
を
経
験
し

た
際
の
対
応
に
関
す
る
蓄
積
が
あ
り
ま
す
。
東
日

本
大
震
災
で
は
、
発
生
四
分
後
に
は
保
守
部
門
の

災
害
対
策
本
部
、
四
五
分
後
に
は
本
社
災
害
対
策

本
部
を
立
ち
上
げ
、
一
時
間
後
に
は
全
国
の
事
業

所
の
状
況
を
ほ
ぼ
把
握
で
き
ま
し
た
。
そ
の
際
、

チ
ャ
ッ
ト
や
掲
示
板
機
能
を
は
じ
め
と
す
る
社
内

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
を
活
用
し
て
、
社
員
や
家
族

の
安
否
確
認
、
お
客
様
の
情
報
シ
ス
テ
ム
稼
働
へ

の
支
援
、
社
員
の
在
宅
勤
務
へ
の
切
り
替
え
な
ど
、

業
務
の
継
続
に
必
要
な
対
応
を
迅
速
に
と
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
当
時
、
東
京
電
力
等
ア

ク
セ
ス
が
集
中
す
る
サ
イ
ト
向
け
に
、
ド
イ
ツ
と

米
国
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
か
ら
提
供
す
る
Ｉ
Ｂ
Ｍ

の
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
使
っ
た
ミ
ラ
ー
サ
イ
ト

を
無
償
で
提
供
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
の

情
報
が
ス
ム
ー
ズ
に
提
供
さ
れ
る
よ
う
支
援
し
ま

し
た
。

被
災
地
の
避
難
所
に
つ
い
て
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
よ

る
情
報
可
視
化
を
支
援
し
、
救
援
の
円
滑
化
に
貢

献
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
、
二
〇
〇
四
年
の
ス
マ

ト
ラ
地
震
の
際
、
現
地
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
開
発
し
た

「Sahana

」〔
図
２
参
照
〕
と
い
う
被
災
地
支
援
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
ま
し
た
。
被
災
者
支
援
に
取
り

組
む
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で
あ
る
「
ひ
ょ
う
ご
ん
テ
ッ
ク
」
と

共
に
、
日
本
語
化
し
た
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
岩
手
県

と
山
形
県
の
一
部
の
避
難
所
等
に
展
開
し
ま
し

た
。
ど
の
避
難
所
に
、
ど
う
い
う
被
災
者
が
何
人

お
ら
れ
て
、
ど
の
よ
う
な
物
資
が
、
ど
の
く
ら
い

不
足
し
て
い
る
か
、
と
い
っ
た
情
報
に
つ
い
て
、

そ
れ
ま
で
自
衛
隊
な
ど
救
援
者
の
皆
さ
ん
が
各
避

難
所
を
回
っ
て
手
で
集
計
さ
れ
て
い
た
作
業
を
、

「Sahana

」
の
活
用
に
よ
り
Ｐ
Ｃ
や
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
等
で
簡
単
に
入
力
、
集
計
、
伝
達
、
把
握
す

る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
の
活
用
で
作
業
を
迅
速
化
、
効
率
化
し
た
好
例

と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
同
時
に
、
政
府
や
企
業
が

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
を
支
援
し
、
そ
の
成
果
を
共
用
、
活
用

い
た
だ
く
と
い
う
仕
組
み
づ
く
り
も
、
大
切
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
震
災
で
は
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

の
継
続
運
用
の
重
要
性
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

い
ま
や
、
銀
行
を
は
じ
め
、
多
く
の
企
業
の
基
幹

震災当日、丸ビルにおいて帰宅困難者を受け入れ

外部情報連携

安否確認サイト

支援場所／容量情報
避難所、病院、倉庫、
収容人数、在庫

支援要求
米xxkg、ミルクxx�、
薬xxx･･･

出所：日本IBM作成資料

図２ 救援情報共有ツール「Sahana」

クラウド
システム

支援物資・サービス情報
食料、医療用品、
衣料、燃料

地理情報、情報一覧・検索

災害救援団体情報
（連絡先、提供サービス内容）
政府機関、民間団体、
ボランティア、災害対応要員

関連情報を
統合して管理し、
情報を提供

被災者情報
安否情報、避難場所、
行方不明者登録

災害状況把握
被害状況、発生場所
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シ
ス
テ
ム
は
、
全
国
各
地
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
で

管
理
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
関
東
の
デ
ー
タ
セ

ン
タ
ー
が
被
災
し
て
シ
ス
テ
ム
が
停
止
す
る
こ
と

で
、
北
海
道
や
沖
縄
に
あ
る
銀
行
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
が
使

用
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
は
直
接
の
被
災
地
で

な
い
地
域
の
経
済
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
ほ
ど
社
会

に
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
社
会
イ
ン
フ
ラ

の
一
つ
と
し
て
認
識
し
て
対
策
を
考
え
る
必
要
が

あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
震
災
で
、
そ
の

有
効
性
が
あ
る
程
度
実
証
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

経
団
連
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
る
と
、

約
五
割
の
企
業
が
発
災
後
一
時
間
以
内
に
対
策
本

部
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
が
効
果

を
上
げ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
〔
図
３
参

照
〕。
た
だ
し
、
そ
の
大
半
が
自
社
単
独
の
Ｂ
Ｃ

Ｐ
で
あ
り
、
取
引
先
を
含
め
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
全
体
と
し
て
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
し
て
い
る
企
業

は
、
約
一
割
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
中
小
企
業
を
含
め
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
止
め
な
い
た
め
の
、
企
業
、

業
種
、
地
域
の
横
断
的
な
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
強
化
が
必
要

で
し
ょ
う
。

政
府
や
企
業
本
社
が
集
中
す
る
首
都
圏
の
中
枢

機
能
確
保
・
維
持
に
つ
い
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
面
か
ら

申
し
あ
げ
る
と
、
業
務
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
と
デ
ジ

タ
ル
化
、
シ
ス
テ
ム
と
デ
ー
タ
の
ク
ラ
ウ
ド
化
の

推
進
を
ご
提
案
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
、
仮
に
大
災
害
が
発
生
し
本
拠
で
の
業
務
続
行

が
不
可
能
と
な
っ
た
際
も
、
重
要
デ
ー
タ
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
が
容
易
で
あ
り
、
ま
た
自
宅
で
の
テ
レ

ワ
ー
ク
に
切
り
替
え
、
あ
る
い
は
遠
隔
地
に
臨
時

の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
設
置
し
て
業
務
を
継

続
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

久
保
田

後
藤
副
大
臣
の
お
話
、
各
企
業
の
取
り

組
み
を
踏
ま
え
て
、
吉
井
先
生
に
は
、
自
助
、
共

助
、
公
助
の
観
点
も
交
え
な
が
ら
、
お
話
し
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

首
都
圏
直
下
型
・
三
連
動
地
震
を

盛
り
込
ん
だ
Ｂ
Ｃ
Ｐ
強
化
が
不
可
欠

吉
井

災
害
に
当
た
っ
て
は
、「
命
を
守
る
」
と

い
う
こ
と
が
最
優
先
の
課
題
と
な
り
ま
す
。
今
回
、

津
波
に
対
す
る
避
難
の
遅
れ
に
よ
り
、
多
く
の
犠

牲
者
を
出
し
た
こ
と
が
、
最
大
の
反
省
点
だ
と
い

え
ま
す
。
沿
岸
部
に
事
業
所
を
持
つ
企
業
は
、
従

業
員
、
顧
客
を
含
め
て
、
比
較
的
し
っ
か
り
と
避

難
対
応
で
き
て
い
た
と
い
う
調
査
結
果
が
出
て
い

ま
す
。
一
方
、
安
否
確
認
に
つ
い
て
は
、
大
変
苦

労
し
た
よ
う
で
す
。
東
海
・
東
南
海
・
南
海
連
動

型
の
い
わ
ゆ
る
三
連
動
地
震
で
は
、
首
都
圏
で
も

津
波
被
害
が
出
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
今
回
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
各
実
働
機
関

の
体
制
強
化
、
連
携
の
強
化
を
は
か
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

一
方
、
今
回
の
被
災
者
救
援
に
あ
た
っ
て
は
、

皆
さ
ん
が
事
例
を
あ
げ
て
く
だ
さ
っ
た
よ
う
に
、

企
業
の
活
躍
が
目
立
ち
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
公

助
中
心
か
ら
、
自
助
、
共
助
を
含
め
た
連
携
の
重

要
性
が
認
識
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
企
業
は
、
組

織
力
が
高
く
、
専
門
性
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
そ

れ
を
活
か
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
今
回
は
被
害
が

広
域
か
つ
甚
大
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
通
常
は
二
、

三
日
で
整
う
は
ず
の
救
援
体
制
が
一
週
間
以
上
も

か
か
り
ま
し
た
。
原
因
と
し
て
は
、
庁
舎
お
よ
び

職
員
の
被
災
に
よ
る
市
町
村
の
機
能
ま
ひ
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
の
シ
ス
テ
ム
が
機
能

せ
ず
、
県
や
政
府
が
現
場
の
状
況
を
把
握
で
き
な

か
っ
た
よ
う
で
す
。

被
災
中
心
地
で
は
な
い
周
辺
地
域
問
題
も
浮
き

彫
り
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
が
帰
宅
困
難
者

の
問
題
で
、
木
村
委
員
長
の
お
話
に
あ
っ
た
よ
う

に
、
ま
さ
に
企
業
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
が
試
さ
れ
た
と
い
え

ま
す
。
ま
た
、
買
い
出
し
に
よ
る
物
不
足
問
題
も

顕
在
化
し
ま
し
た
。
今
日
、
ほ
と
ん
ど
の
企
業
が

在
庫
を
持
た
な
い
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
が
止
ま
る
と
、
物
資
の
供
給
も
即
、

止
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
予
想
さ
れ
る
首
都
直
下

地
震
に
備
え
、
生
産
・
流
通
の
対
応
力
を
含
め
た

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
強
化
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
は
、
広
域
災
害
で
あ
っ
た
と
は

い
え
、
行
政
や
企
業
の
中
枢
が
直
接
の
被
害
を
受

今
後
予
想
さ
れ
る
災
害
と
し
て
、
首
都
直
下
地
震
と
三
連
動
地
震
が
あ
る
が
、
首
都
直
下
は
、

国
家
の
中
枢
機
能
、
企
業
の
本
社
が
直
接
被
害
を
受
け
る
点
で
、
政
府
・
企
業
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
真

価
が
問
わ
れ
る
。
ま
ず
は
、
各
省
庁
、
機
関
ご
と
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
検
証
し
て
、
改
善
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
こ
れ
を
機
能
ご
と
に
統
合
し
て
、
共
通
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
つ
く
る
必
要

が
あ
る
。
今
後
は
、
政
府
と
企
業
が
連
携
し
て
、
危
機
管
理
体
制
を
構
築
し
て
い
く
努
力
が
不

可
欠
で
あ
る
。

（
吉
井
博
明
氏
）

図３ 企業のBCPの策定、適用範囲、発動状況

出所：東日本大震災に際しての企業の対応に関するレビュー ～経団連アンケート調査結果より
http://www.keidanren.or.jp/policy/２０１２/０１３_besshi１．pdf
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け
な
か
っ
た
の
で
、
な
ん
と
か
対
応
で
き
た
面
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
今
後
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
改
善
に
あ

た
っ
て
は
、
首
都
直
下
地
震
あ
る
い
は
三
連
動
地

震
を
盛
り
込
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

課
題
は
多
い
の
で
す
が
、
企
業
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
つ
い

て
は
、
直
接
的
な
利
益
に
結
び
つ
か
な
い
こ
と
も

あ
り
、
現
場
が
自
主
的
に
改
善
を
行
う
こ
と
は
難

し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
や
は
り
、
ト
ッ
プ
の
意
識

改
革
が
、
大
切
に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

●
災
害
に
強
い
経
済
社
会
の

構
築
に
向
け
た
中
長
期
的
な
課
題

久
保
田

次
に
、
災
害
に
強
い
経
済
社
会
の
構
築

に
向
け
た
中
長
期
的
な
課
題
に
つ
い
て
お
伺
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
ず
、
後
藤
副
大
臣
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
議
論

に
応
答
す
る
か
た
ち
で
、
政
府
に
お
け
る
今
後
の

防
災
対
策
の
方
向
性
や
課
題
等
に
つ
い
て
、
お
話

し
い
た
だ
け
ま
す
か
。

「
ゆ
る
ぎ
な
い
日
本
」
の

再
構
築
を
目
指
す

後
藤

ま
ず
規
制
緩
和
、
法
令
の
弾
力
的
運
用
と

い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
災
害
対
策
関
連
の

法
令
は
一
〇
〇
以
上
あ
り
、
こ
れ
ら
す
べ
て
を
見

直
す
と
こ
ろ
ま
で
は
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
企
業
の

要
望
も
伺
い
な
が
ら
、
来
年
三
月
を
目
途
に
、
緊

急
性
の
高
い
も
の
か
ら
順
番
に
対
応
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
人
材
の
話
、
省
庁
縦
割
り
の
問
題
に
つ

い
て
の
お
話
も
出
ま
し
た
。
中
川
正
春
防
災
担
当

大
臣
の
も
と
、
私
が
座
長
と
な
っ
て
、
政
府
内
で

組
織
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
場
を
近
々
に
設
け
る

予
定
で
す
。

少
し
話
が
飛
び
ま
す
が
、
現
在
、
行
政
改
革
の

な
か
で
、
東
京
二
三
区
内
の
公
務
員
宿
舎
を
な
く

す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
議
論
が
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

防
災
対
策
の
観
点
か
ら
は
、
霞
が
関
全
体
で
三
〇

〇
〇
〜
五
〇
〇
〇
人
程
度
の
人
員
が
、
緊
急
時
に

徒
歩
で
各
省
庁
に
駆
け
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た

こ
と
も
含
め
、
省
庁
横
断
的
な
機
能
を
ど
う
す
る

か
、
明
確
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
三
月
二
十
九
日
に
、
中
央
防
災
会
議
は

「
防
災
対
策
の
充
実
・
強
化
に
向
け
た
当
面
の
取

組
方
針
」
お
よ
び
「
平
成
二
十
四
年
度
総
合
防
災

訓
練
大
綱
」
を
決
定
し
ま
し
た
。
訓
練
大
綱
の
な

か
で
、
九
月
一
日
の
「
防
災
の
日
」
に
、
首
都
直

下
地
震
が
発
生
し
た
と
仮
定
し
て
、
総
理
大
臣
は

じ
め
、
す
べ
て
の
閣
僚
が
参
加
の
う
え
で
緊
急
災

害
対
策
本
部
の
運
営
訓
練
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
政
府
の
図
上
訓
練
と
あ
わ
せ
て
、
関
係
地

方
公
共
団
体
、
指
定
公
共
機
関
や
主
だ
っ
た
企
業

と
の
連
携
に
つ
い
て
も
検
証
し
ま
す
。「
状
況
付

与
型
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
訓
練
」
と
呼
ば
れ
る
、

初
め
て
の
試
み
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
日
本
版
Ｆ
Ｅ
Ｍ
Ａ
構
想
に
つ
い
て
も
、

少
し
時
間
を
か
け
て
検
証
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う

な
組
織
が
最
も
効
率
的
で
実
践
的
か
を
考
え
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

三
月
七
日
に
公
表
し
た
中
央
防
災
会
議
・
防
災

対
策
推
進
検
討
会
議
の
中
間
報
告
で
は
、「
ゆ
る

ぎ
な
い
日
本
」
の
再
構
築
を
目
指
す
こ
と
が
う
た

わ
れ
て
い
ま
す
。
基
本
と
な
る
災
害
関
連
法
制
度

や
災
害
対
応
体
制
に
つ
い
て
改
善
・
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
自
助
・
共
助
に
よ
る
地
域
防
災
力
の

強
化
や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
民
間
企
業
等
多
様
な

主
体
の
協
働
に
よ
り
社
会
の
総
力
を
あ
げ
て
防
災

を
目
指
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

例
え
ば
、
地
方
の
消
防
団
の
よ
う
な
、
こ
れ
ま
で

地
域
が
培
っ
て
き
た
「
古
い
公
共
」
を
活
か
し
て

い
く
こ
と
も
重
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

久
保
田

続
き
ま
し
て
、
吉
井
先
生
よ
り
、
座
長

と
し
て
参
加
さ
れ
た
内
閣
府
の
「
首
都
直
下
地
震

に
係
る
首
都
中
枢
機
能
確
保
検
討
会
」
で
の
取
り

ま
と
め
内
容
を
中
心
に
、
災
害
に
強
い
経
済
社
会

の
構
築
に
向
け
て
、
行
政
や
経
済
界
に
求
め
ら
れ

る
役
割
を
お
話
し
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

省
庁
別
だ
け
で
な
く
、

機
能
ご
と
に
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
統
合
す
る
べ
き

吉
井

今
後
予
想
さ
れ
る
首
都
直
下
地
震
の
問
題

点
は
、
国
家
の
中
枢
機
能
、
企
業
で
い
う
と
本
社

が
直
接
被
害
を
受
け
る
点
で
す
。
政
府
も
企
業
も
、

日
常
業
務
を
継
続
し
つ
つ
、
災
害
対
策
を
行
う
こ

と
が
強
く
求
め
ら
れ
る
状
況
に
な
り
ま
す
。
ま
さ

に
、
政
府
・
企
業
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
真
価
が
問
わ
れ
る

わ
け
で
す
。

首
都
直
下
を
想
定
し
た
場
合
、
被
害
を
一
〇
〇

％
防
ぐ
こ
と
は
困
難
な
の
で
、
い
か
に
被
害
の
程

度
を
減
ら
せ
る
か
、
減
災
と
い
う
観
点
か
ら
Ｂ
Ｃ

Ｐ
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
〔
表
３
参

照
〕。
首
都
中
枢
機
能
確
保
検
討
会
で
も
、
各
省

庁
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
が
本
当
に
機
能
す
る
の
か
と
い
う
こ

と
を
、
誰
が
、
ど
の
よ
う
に
検
証
す
る
か
が
大
き

な
問
題
と
な
り
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
省
庁
ご
と
の

Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
検
証
し
て
、
改
善
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

次
に
、
各
省
庁
、
機
関
、
企
業
ご
と
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ

に
は
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
る
た
め
、
機
能
ご
と
に
統
合

し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
緊
急
物

資
輸
送
で
は
、
国
土
交
通
省
、
警
察
庁
、
運
送
事

業
者
な
ど
で
共
通
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
持
つ
こ
と
で
す
。
Ｆ

Ｅ
Ｍ
Ａ
で
は
、
応
急
対
応
を
一
六
の
グ
ル
ー
プ
に

分
類
し
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
主
責
任
機
関
を
決
め

て
い
ま
す
。

ま
た
、
法
整
備
の
必
要
性
も
課
題
と
な
り
ま
し

た
。「
大
規
模
地
震
対
策
特
別
措
置
法
」
等
は
、

東
海
地
震
な
ど
地
方
の
巨
大
地
震
を
想
定
し
て
つ

く
ら
れ
て
い
る
た
め
、
首
都
直
下
地
震
に
は
適
用

さ
れ
ま
せ
ん
。
首
都
直
下
地
震
を
迎
え
撃
つ
法
制

度
の
整
備
が
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
な
か
に
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
問
題
も

位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

昨
年
の
秋
以
降
、
政
府
は
、
各
省
庁
別
に
六
〇
近
い
検
討
会
・
委
員
会
を
開
催
し
て
き
た
。
現

在
、
こ
う
し
た
議
論
の
取
り
ま
と
め
に
注
力
し
て
い
る
。
私
た
ち
政
治
家
は
「
想
定
外
」
と
い

う
言
葉
を
二
度
と
使
わ
な
い
決
意
の
も
と
、
最
も
悲
観
的
な
ケ
ー
ス
を
想
定
し
て
対
策
を
講
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
規
制
緩
和
や
法
整
備
に
つ
い
て
は
、
喫
緊
の
も
の
か
ら
対
応
し
て
い
く
。

日
本
は
、
災
害
と
の
共
存
を
覚
悟
し
た
う
え
で
、
世
界
一
優
れ
た
減
災
国
で
あ
る
こ
と
を
、
世

界
に
発
信
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

（
後
藤

斎
氏
）

東
日
本
大
震
災
当
日
、
首
都
圏
で
は
大
量
の
帰
宅
困
難
者
が
生
じ
た
。
三
菱
地
所
で
は
、
丸
ビ

ル
を
は
じ
め
と
す
る
大
手
町
・
丸
の
内
・
有
楽
町
エ
リ
ア
の
ビ
ル
を
中
心
に
首
都
圏
で
、
約
三

五
〇
〇
人
の
帰
宅
困
難
者
を
迎
え
入
れ
た
。
経
済
中
枢
で
あ
る
首
都
・
東
京
を
守
る
と
い
う
観

点
か
ら
、
首
都
直
下
地
震
へ
の
備
え
を
万
全
に
し
て
お
く
べ
き
だ
。
企
業
も
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
充
実

や
社
会
と
の
連
携
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
政
府
に
は
、
規
制
緩
和
や
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

に
よ
っ
て
企
業
が
協
力
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

（
木
村
惠
司
氏
）
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久
保
田

企
業
・
経
済
界
の
役
割
と
い

た
し
ま
し
て
は
、
危
機
に
強
い
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
や
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
利

活
用
に
よ
る
防
災
シ
ス
テ
ム
の
高
度
化

な
ど
に
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
必

要
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
点
に

つ
き
ま
し
て
、
橋
本
委
員
長
、
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

標
準
化
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
で
、
世
界

最
先
端
の
災
害
に
強
い
経
済
社
会

モ
デ
ル
を
構
築

橋
本

危
機
に
強
い
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
と
は
、
代
替
を
用
意
で
き
る
か
ど
う

か
に
尽
き
る
と
思
い
ま
す
。
多
く
の
日

本
企
業
が
グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を

考
慮
す
る
と
、
こ
の
震
災
を
契
機
に
考

え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
、
コ
モ
デ

ィ
テ
ィ
ー
化
さ
れ
て
い
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
で

き
る
だ
け
標
準
化
を
図
っ
て
い
く
こ
と
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
。
例
え
ば
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ふ

た
は
標
準
化
さ
れ
て
い
る
た
め
、
メ
ー
カ
ー
を
問

わ
ず
使
え
ま
す
。
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
止
め
な

い
た
め
に
、
標
準
化
が
可
能
な
範
囲
は
何
か
を
検

討
し
、
可
能
な
部
分
は
業
種
や
業
界
横
断
的
に
早

急
に
取
り
組
む
べ
き
で
し
ょ
う
。

危
機
に
強
い
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
に
向

け
た
取
り
組
み
は
、
日
本
が
レ
ジ
リ
エ
ン
ト（re-

silient

）な
社
会
、
す
な
わ
ち
回
復
力
、
復
元
力

の
あ
る
社
会
で
あ
る
こ
と
を
、
世
界
に
示
し
て
い

く
こ
と
に
も
な
る
と
思
い
ま
す
。
防
災
に
し
て
も
、

減
災
に
し
て
も
、
受
け
身
で
は
な
く
、
震
災
の
経

験
を
踏
ま
え
て
標
準
化
を
行
い
、
そ
れ
を
世
界
に

発
信
し
て
い
く
こ
と
が
、
日
本
の
国
際
社
会
に
お

け
る
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

ま
た
、
災
害
に
強
い
社
会
と
い
う
観
点
か
ら
は
、

政
府
や
地
方
自
治
体
と
民
間
企
業
の
関
係
を
考
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
回
の
震
災
を
機
に
、
こ
れ
ま
で
の
「
自
助
」

「
公
助
」
に
加
え
、「
共
助
」
の
意
識
が
芽
生
え
て

き
た
と
思
い
ま
す
。こ
の
機
会
に
、経
済
界
と
国
・

地
方
自
治
体
が
さ
ら
に
対
話
し
、
公
に
期
待
さ
れ

て
い
る
役
割
を
企
業
が
代
わ
り
に
実
行
す
る
た
め

の
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ

ま
す
。
例
え
ば
、
災
害
発
生
直
後
に
各
企
業
の
施

設
に
従
業
員
を
留
め
置
い
た
り
、
近
隣
住
民
や
避

難
者
を
一
時
的
に
受
け
入
れ
た
り
す
る
場
合
、
企

業
が
協
力
し
や
す
い
法
制
度
や
税
制
優
遇
、
備
蓄

支
援
等
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
あ
れ
ば
、
こ
の
よ

う
な
支
援
が
一
層
加
速
し
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

加
え
て
、
平
時
よ
り
過
去
の
災
害
に
関
す
る
膨

大
な
情
報
や
知
見
を
体
系
的
に
蓄
積
・
分
析
し
、

将
来
予
測
に
活
用
し
た
り
、
発
災
後
に
は
、
被
災

状
況
、
イ
ン
フ
ラ
の
供
給
状
況
、
安
全
や
救
援
情

報
な
ど
、
国
民
が
求
め
る
情
報
を
必
要
な
と
き
に

必
要
な
人
に
迅
速
に
提
供
で
き
る
仕
組
み（
総
合

情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
）を
構
築
し
て
お
く
こ

と
も
急
務
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
最
近
注
目

さ
れ
て
い
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
や
ク
ラ
ウ
ド
と
い
っ

た
最
先
端
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
減
災
、
防
災
に
活
用
し
、

世
界
最
先
端
の
災
害
に
強
い
経
済
社
会
モ
デ
ル
を

構
築
す
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
世
界

に
提
供
し
貢
献
し
て
い
く
こ
と
も
、
重
要
だ
と
思

い
ま
す
。

久
保
田

近
い
将
来
発
生
す
る
蓋
然
性
が
高
い
首

都
直
下
地
震
へ
の
備
え
を
は
じ
め
、
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
都
市
の
国
際

競
争
力
を
強
化
し
て
い
く
と
い
う
観
点
も
必
要
か

と
思
い
ま
す
。
こ
の
点
に
つ
き
ま
し
て
、
木
村
委

員
長
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

防
災
へ
の
取
り
組
み
を
通
じ
た

都
市
の
国
際
競
争
力
強
化

木
村

経
済
中
枢
で
あ
る
首
都
・
東
京
を
守
る
と

東
日
本
大
震
災
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
有
効
性
が
再
認
識
さ
れ
た
。
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
も
、
ク
ラ
ウ
ド
提

供
や
「S

a
h
a
n
a

」
と
い
う
被
災
地
情
報
支
援
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
協
力
を
実
施
し
た
。
経
団
連

会
員
へ
の
調
査
で
は
、
今
回
の
震
災
で
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
有
効
性
が
あ
る
程
度
実
証
さ
れ
た
が
、
今
後

は
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
や
地
域
と
も
連
携
し
た
広
範
囲
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
強
化
が
必
要
だ
。
ま
た
、
デ

ー
タ
セ
ン
タ
ー
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
化
に
よ
る
継
続
運
用
確
保
や
、
オ
フ
ィ
ス
の
サ
テ
ラ
イ
ト
化
、

テ
レ
ワ
ー
ク
化
に
よ
る
機
能
分
散
強
化
も
重
要
だ
。
首
都
直
下
地
震
や
三
連
動
地
震
を
仮
定
で

な
く
未
来
の
現
実
と
と
ら
え
て
、
真
剣
に
取
り
組
み
を
強
化
す
べ
き
で
あ
る
。
（
橋
本
孝
之
氏
）

東
日
本
大
震
災
で
は
、
日
本
通
運
を
は
じ
め
物
流
各
社
、
鉄
道
・
航
空
・
海
運
の
各
輸
送
機
関

が
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
物
流
機
能
の
維
持
に
努
め
、
緊
急
支
援
物
資
な
ど
の
輸
送
を
行

っ
た
。
そ
の
経
験
か
ら
、
非
常
時
に
お
け
る
、
交
通
規
制
等
の
課
題
、
法
令
の
弾
力
的
運
用
の

必
要
性
を
痛
感
し
た
。
災
害
に
強
い
経
済
社
会
の
構
築
に
向
け
て
は
、
法
制
・
体
制
の
整
備
に

加
え
て
、
国
民
一
人
ひ
と
り
の
防
災
意
識
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、
防
災
教
育
に
力
を
入
れ
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

（
川
合
正
矩
氏
）

チェックすべき事項

・設置予定建物の予想被害はどうなっているか

・地震の揺れによる被害のみならず、火災延焼による被害を見込まなくてよいか

・代替施設は事前に指定されているか

・非常用電源が設置されているか

・その燃料は確保されているか

・非常用電源は故障はしていないか。定期的に稼働させているか

・電力復旧の優先順位は決まっているか

・復旧の所要時間はどの程度と見込んでいるか。その間を想定した燃料は確保され

ているか

・バックアップシステムはあるか

・データのバックアップはあるか、ホスティングやクラウド化はどうか

・通信手段の多重化、多ルート化は図られているか

・非常時に増大する通信需要に対応する回線数は確保できているか

・脆弱点を洗い出すためのテストを実施し、改善を継続できているか

・業務継続に必要な要員数は時系列に沿って算出、具体化されているか

・勤務時間外でも参集できるよう、近傍宿舎が確保されているか

・要員が参集できず穴あき組織の場合の対応計画は事務レベルも含めて策定されて

いるか

・業務が一部に集中しないよう、他の業務を担当できる要員が育成されているか

・参集後、業務継続に必要な要員のための衣食住環境は整備されているか

・要員の家族のケア体制は確保されているか

・想定外の事象への対応、臨機応変の対応ができるか

・逐次対応ではなく、優先順位づけができるか

・情報空白域の存否確認と積極的な情報収集ができるか

・情報のトリアージ、あいまいな情報への対応、大量情報処理、重要情報の共有が

できるか

・要員は、非常時の情報収集・伝達・処理に、過去の経験則も含め、熟練しているか

・同じ業務を担う組織間の活動調整・連携ができるか

・機能喪失した組織・部門のバックアップができるか。このための全体の活動調

整・連携の仕組みはあるか

・バックアップ組織は事前に編成され、訓練されているか

項目

空間（本部

設置場所）

について

電源について

情報通信シス

テムについて

要員確保・

組織化につ

いて

情報収集・

処理・伝達、

リーダーシ

ップについ

て

組織間調整・

連携について

表３ 本部機能を確保するためにチェックすべき事項

出所：内閣府「首都直下地震に係る首都中枢機能確保検討会」報告書

災害に強い経済社会の構築に向けて特集

162012・62012・617



い
う
観
点
か
ら
、
首
都
直
下
地
震
へ
の
備
え
を
万

全
に
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
企
業
と
し
て

も
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
充
実
や
社
会
と
の
連
携
を
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

現
在
、
東
京
の
耐
震
化
率
は
七
〇
％
程
度
で
あ

り
、
そ
の
密
集
地
域
な
ど
も
多
く
、
火
災
発
生
・

建
物
倒
壊
等
の
直
接
的
な
被
害
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

規
制
緩
和
や
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
よ
っ
て
民
間
が

協
力
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
れ
ば
、
税
金
を
使
わ

な
い
か
た
ち
で
再
開
発
を
進
め
る
こ
と
も
可
能
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
回
の
震
災
で
は
、
多
く
の
企
業
や
国
民
が
何

ら
か
の
被
害
を
経
験
し
て
お
り
、
防
災
・
減
災
に

対
す
る
共
助
の
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
う
え
で
、

い
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
防
災
へ
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
日
本

の
都
市
の
国
際
競
争
力
を
強
化
す
る
こ
と
も
、
重

要
な
課
題
の
一
つ
で
す
。
上
海
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

香
港
な
ど
、
東
ア
ジ
ア
の
大
都
市
と
比
較
し
て
、

日
本
の
各
都
市
は
、
自
然
災
害
と
い
う
ハ
ン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
を
背
負
っ
て
い
ま
す
。

オ
フ
ィ
ス
や
住
宅
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
な
ど
、
安

全
安
心
な
職
務
環
境
・
住
環
境
を
構
築
す
る
こ
と

は
、
日
本
の
各
都
市
が
、
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
の
拠
点

と
し
て
の
競
争
力
を
取
り
戻
し
て
い
く
う
え
で
、

極
め
て
重
要
で
す
。
復
興
の
取
り
組
み
と
と
も
に
、

海
外
に
向
か
っ
て
日
本
の
大
都
市
が
災
害
に
強
い

こ
と
を
、
官
民
あ
げ
て
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

久
保
田

災
害
に
強
い
経
済
社
会
を
構
築
す
る
た

め
に
は
、
大
規
模
災
害
、
特
に
、
広
域
災
害
に
対

応
し
た
法
制
・
体
制
の
整
備
が
不
可
欠
で
す
。
さ

ら
に
は
、
日
本
は
多
く
の
災
害
を
経
験
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
を
教
訓
に
国
民
全
体
が
災
害
へ
の
意
識

を
高
く
持
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し

た
観
点
か
ら
、
川
合
委
員
長
、
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。首

都
直
下
地
震
等
を
前
提
と
し
た

法
制
度
の
整
備
を

川
合

後
藤
副
大
臣
か
ら
ご
指
摘
が
あ
っ
た
と
お

り
、
災
害
対
策
基
本
法
は
、
一
九
五
九
年
の
伊
勢

湾
台
風
の
被
害
を
受
け
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
東
日
本
大
震
災
の
よ
う
な
大
規
模
か
つ
長
期

的
な
災
害
に
は
対
応
で
き
な
い
部
分
が
あ
り
ま

す
。地

方
自
治
体
が
災
害
対
応
の
主
体
と
し
て
想
定

さ
れ
て
お
り
、
今
回
の
よ
う
に
自
治
体
自
身
が
被

災
し
、
行
政
機
能
を
喪
失
し
て
し
ま
っ
た
場
合
に

は
、
対
応
で
き
ま
せ
ん
。
緊
急
時
に
、
国
が
も
っ

と
強
い
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
と
っ
て
、
迅
速
に
手

を
打
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
法
整
備
、
体
制
の

見
直
し
に
早
急
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

首
都
直
下
地
震
で
は
、
広
域
的
な
交
通
規
制
も

大
き
な
課
題
と
な
り
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
に
際

し
て
、
当
社
に
最
初
に
緊
急
物
資
の
輸
送
要
請

が
あ
っ
た
の
は
、
実
は
東
京
都
か
ら
で
し
た
。
十

一
日
の
二
十
二
時
に
帰
宅
困
難
者
向
け
の
毛
布

の
輸
送
を
行
い
ま
し
た
が
、
大
渋
滞
で
ト
ラ
ッ
ク

が
進
め
ず
、
当
日
中
に
は
届
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。ま

た
、
指
定
公
共
機
関
に
つ
い
て
も
見
直
し
が

必
要
で
す
。
現
在
は
、
災
害
対
策
基
本
法
と
武
力

攻
撃
対
処
法（
有
事
立
法
）の
両
法
に
、
政
令
で
指

定
公
共
機
関
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
法
律
で
指
定
す
る
機
関
が
異
な
っ
て
い
ま

す
。も

ち
ろ
ん
、
法
律
だ
け
つ
く
っ
て
も
、
国
民
の

側
に
防
災
意
識
が
な
け
れ
ば
、
被
害
が
拡
大
し
て

し
ま
い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て
も
、
き

ち
ん
と
記
録
を
取
り
、
後
世
に
教
訓
と
し
て
残
す

と
と
も
に
、
住
民
あ
る
い
は
従
業
員
に
対
す
る

防
災
教
育
を
行
っ
て
い
く
こ
と
も
、
大
変
重
要
で

す
。中

長
期
的
に
は
「
巨
大
地
震
は
必
ず
来
る
」
こ

と
を
前
提
に
、
防
災
・
減
災
の
対
策
を
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
具
体
的
な
工
程
表
を

つ
く
り
、
災
害
等
の
危
機
に
強
い
社
会
の
構
築
を

進
め
る
こ
と
が
、
今
回
の
震
災
か
ら
の
復
興
に
も

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
防
災
に
お
け
る
官
・
民
の
連
携
、

災
害
先
進
国
と
し
て
の
国
際
貢
献

久
保
田

本
日
、
皆
様
の
お
話
を
お
伺
い
し
て
、

災
害
対
応
に
お
い
て
は
、
官
と
民
が
連
携
を
図
っ

て
い
く
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
あ
ら
た
め

て
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
は
、
災
害
対
応
の

先
進
国
と
し
て
、
国
際
社
会
へ
の
貢
献
も
求
め
ら

れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

こ
う
し
た
点
に
つ
き
ま
し
て
、
後
藤
副
大
臣
、

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

世
界
一
の
減
災
国
と
し
て

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る

後
藤

首
都
直
下
地
震
に
関
し
て
補
足
し
ま
す
と
、

先
の
「
平
成
二
十
四
年
度
総
合
防
災
訓
練
大
綱
」

（
三
月
二
十
九
日
）の
な
か
で
、
関
係
機
関
や
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ラ
事
業
者
等
は
、
首
都
直
下

地
震
を
踏
ま
え
た
分
野
別
・
業
界
別
の
防
災
訓
練

を
関
係
省
庁
と
実
施
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。
近
々
に
企
業
の
皆
様
へ
も
具
体
的
な

連
絡
が
い
く
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

防
災
担
当
と
な
り
、
昨
年
の
首
都
圏
に
お
け
る

計
画
停
電
な
ど
を
経
験
し
て
、
あ
ら
た
め
て
感
じ

る
の
は
、
首
都
直
下
地
震
の
場
合
、
地
方
に
お
け

る
災
害
と
は
異
な
る
課
題
が
多
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
い
ざ
災
害
が
起
こ
っ
た
と
き
、
交
通
規
制
を

含
め
、
分
野
別
・
業
界
別
に
ど
の
よ
う
な
課
題
が

あ
る
の
か
、
検
証
を
行
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
関

東
大
震
災
ま
で
さ
か
の
ぼ
ら
な
け
れ
ば
、
実
際
の

経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

冒
頭
に
申
し
あ
げ
た
と
お
り
、
日
本
は
災
害
と

共
存
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
国
で
す
。
一

〇
〇
％
の
防
災
が
不
可
能
で
あ
る
な
ら
ば
、
い
か

に
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
ら
れ
る
か
、
す
な

わ
ち
減
災
の
観
点
か
ら
、「
世
界
一
優
れ
た
減
災

国
」
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、

そ
れ
を
世
界
に
向
け
て
発
信
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、

皆
さ
ん
が
憂
慮
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
外
国
企
業

の
誘
致
は
お
ろ
か
、
国
内
の
産
業
空
洞
化
を
促
進

し
か
ね
ま
せ
ん
。

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の
経
験
や
教
訓
を
、
国

際
公
共
財
と
し
て
、
世
界
で
共
有
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
産
官
学
の
連
携
に
よ
っ
て
、

災
害
に
強
い
社
会
構
築
の
た
め
に
、
国
際
社
会
で

主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

ハ
ー
ド
の
面
で
は
、
財
政
的
に
い
ま
す
ぐ
に
は

難
し
い
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
国
民
の
財
産
権
の

問
題
な
ど
、
時
間
を
か
け
て
検
討
す
べ
き
も
の
を

除
い
て
、
来
年
の
通
常
国
会
等
で
法
的
な
見
直
し

が
で
き
る
よ
う
、
具
体
的
に
動
い
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

吉
井

官
と
民
、
民
と
民
の
連
携
を
し
っ
か
り
や

っ
て
い
く
た
め
に
は
、
お
互
い
に
顔
の
見
え
る
関

係
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
こ
れ
に

は
、
合
同
訓
練
を
や
る
こ
と
が
一
番
だ
と
思
い
ま

す
。
図
上
訓
練
を
含
め
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち

で
訓
練
を
行
う
こ
と
が
、
災
害
に
強
い
社
会
づ
く

り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

橋
本

ま
ず
、
民
は
民
、
官
は
官
で
、
お
互
い
に

何
が
で
き
る
の
か
を
知
る
こ
と
が
、「
共
助
」
の

第
一
歩
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
経
団
連
と
し
て

は
、
引
き
続
き
政
府
と
緊
密
に
連
携
し
、
来
る
べ

き
首
都
直
下
地
震
・
三
連
動
地
震
な
ど
の
大
規
模

災
害
を
「
想
定
」
で
は
な
く
、「
未
来
の
現
実
」

と
し
て
と
ら
え
、「
災
害
に
強
い
経
済
社
会
の
構

築
」
に
向
け
た
取
り
組
み
を
よ
り
具
体
的
に
掘
り

下
げ
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

久
保
田

本
日
は
貴
重
な
ご
意
見
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
二
〇
一
二
年
四
月
九
日

経
団
連
会
館
に
て
）
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